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介
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療
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中
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直
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院
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事　

能
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伸
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（
京
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馬
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事　

野
　
口
　
雅
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健
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理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

監　

事　

齋
　
藤
　
信
　
雄

（
洛
和
会
東
寺
南
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院
）

監　

事　

倉
　
澤
　
卓
　
也
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京
都
予
防
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セ
ン
タ
ー
）

平
成
28
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

平
成
28
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院

５
０
，０
０
０
円
」（
昨
年
と
同
額
）と
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
に
つ
い
て
も
議
長
な
ら
び
に
会
計

担
当
理
事
よ
り
主
旨
説
明
し
、
倉
澤
卓

也
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
が
行
わ
れ
た

後
、
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
27
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
事
業
報
告
に
関
し
承

認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案

平
成
27
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
決
算
に
関
し
承
認
を

求
め
る
件

第
３
号
議
案

平
成
28
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
通
常
会
費
の
徴
収
に

関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

理
事
の
選
任
に
関
し
承
認
を
求
め

る
件

　

平
成
28
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月

７
日（
火
）ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京

都
に
て
開
催
、
当
日
は
会
員
病
院
よ
り

22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会

で
は
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
28
年
度
会

費
並
び
に
新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
議

案
を
上
程
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成

多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

新
た
に
２
名
の
理
事
を
選
任

　

 

副
会
長
に
は
森
本
泰
介
氏

　

第
４
号
議
案
で
は
理
事
の
選
任
に
関

し
て
議
案
上
程
し
議
長
よ
り
主
旨
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
理
事
２
名
が

退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
小
野

晋
司
氏（
三
菱
京
都
病
院
）、小
西
郁
生
氏

（
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）の
２
名
の
新
任

理
事
を
選
任
す
る
こ
と
に
承
認
を
求
め

ま
し
た
。
本
議
案
は
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

総
会
終
了
後
、理
事
会
を
開
催
し
、三
木

真
司
副
会
長
の
退
任
に
伴
う
後
任
人
事

と
し
て
、
新
た
に
森
本
泰
介
氏
を
副
会

長
に
選
出
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28

年
６
月
７
日
〜
平
成
29
年
６
月
の
定
時

総
会
終
了
時
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

◆ 

平
成
　
年
度
通
常
会
費
を
承
認

　

総
会
で
は
平
成
28
年
度
の
通
常
会
費

28

【
平
成
28
年
度
定
時
総
会
議
案
】

平
成
28
年
11
月
11
日（
金
）〜
12
日（
土
）

一般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会 

理
事・監
事

任
期
：
２
０
１
６
年
６
月
定
時
総
会
〜
２
０
１
７
年
６
月
定
時
総
会

　

毎
年
恒
例
の
「
病
院
長
研
修
」
で
す

が
、
今
年
度
は
高
知
県
高
知
市
に
あ
る

近
森
病
院
を
見
学
し
ま
す
。
近
森
病
院

は
、
１
９
４
６
年
に
近
森
外
科
と
し
て

開
設
し
て
２
０
１
６
年
で
70
年
目
を
迎

え
る
救
急
医
療
を
追
求
し
て
き
た
病
院

で
あ
り
、
２
０
１
４
年
12
月
に
は
近
森

病
院
全
面
増
改
築
工
事
が
５
ヵ
年
の
歳

月
を
か
け
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
ま
し

た
。研
修
日
程
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

会
員
病
院
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
は

　
　
近
森
病
院
を
見
学

見
学
日
時

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

平成28年度の通常会費については、去る6月7日㈫に
開催されました「平成28年度定時総会」におきまして、
以下のとおり承認されましたので、お知らせいたし
ます。会員病院宛にご請求させていただきますので、
ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

平成28年度 通常会費について

平成28年度通常会費

50,000円
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「勤務環境改善支援事業」を実施 ～是非、ご活用ください～「勤務環境改善支援事業」を実施 ～是非、ご活用ください～

　

本
会
は
昭
和
26
年
４
月
26
日
、
京
都

病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協

会
が
分
離
独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６

月
１
日
に
京
都
府
病
院
協
会
と
名
称
を

改
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
７

月
に
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
法
人
格

を
取
得
し
、
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病

院
協
会
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
法
人
化
し
て
１
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
会
員
病
院
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
順
調
に
会

務
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
各
事
業
の
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年

度
は
診
療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
診
療
報
酬
本
体
で
は
＋
０・４
９
％

と
な
っ
た
も
の
の
、
全
体
で
は
実
質
▲

１
・
０
３
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
り
、

病
院
経
営
が
困
難
な
状
況
の
中
で
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
は
非
常
に
厳
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
に
、
７
対
１
入

院
基
本
料
の
要
件
厳
格
化
が
医
療
現
場

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の

か
、
今
後
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
、
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
に
お
い
て
も
今
年
度
中

の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

⑴
ス
ペ
シ
ャ
ル
医
療
ク
ラ
ー
ク
の
養
成

⑵
専
門
医
等
の
資
格
取
得
に
関
す
る
学

会
参
加
支
援
⑶
救
急
蘇
生
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
材
の
貸
出
の
事
業
を
実
施
し
、

会
員
病
院
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
病
院
に
ご
活
用
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
支
援

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
今
、
医
療
界
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
現
に
政
府
は
社
会
保

障
費
の
抑
制
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
お

り
ま
す
。
40
兆
円
を
超
え
る
医
療
費
へ

の
対
応
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、行
き
過
ぎ
た
医
療
費
抑
制
策
は
、

医
療
提
供
体
制
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
今
後
も
他
の
医
療
関
係

団
体
と
の
よ
り
深
い
連
携
の
も
と
、
京

都
府
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
の『
新
春
講
演
会・懇
親
会
』

を
以
下
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
員

病
院
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

是
非
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は

病
院
事
務
部
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す（
参
加
費
を
徴
収
い
た
し
ま
す
）の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

末
よ
り
各
医
療
圏
に
お
い
て
調
整
会
議

が
開
催
さ
れ
議
論
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
明
確
な
方
向
性
が
見
え
て

い
ま
せ
ん
。
本
会
と
し
て
も
、
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る

医
療
機
能
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
将

来
像
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
拙
速
な
対
応
に
よ
り
地
域
の

医
療
提
供
体
制
に
混
乱
を
来
さ
な
い
よ

う
引
き
続
き
、
京
都
私
立
病
院
協
会
と

協
同
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
新
た
な
専
門
医

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
、
中

立
的
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
日
本
専
門

医
機
構
」
が
発
足
し
、「
専
門
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
専
門
医
の
育
成
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
医
師
個
人
の
資
格

制
度
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
医

療
や
病
院
運
営
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
制
度
の
根
幹

で
あ
る「
専
門
医
の
質
の
一
層
の
向
上
」

と
と
も
に
「
地
域
医
療
に
十
分
な
配
慮

が
な
さ
れ
る
」
こ
と
も
非
常
に
重
要
な

点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
制
度

が
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
本
会
独
自
の
事
業
と
し
て

「
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
基
金
」を

活
用
し
た
勤
務
環
境
改
善
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て

事
業
計
画
に
つ
い
て

基
本
方
針

新
春
講
演
会
・

懇
親
会
の
ご
案
内

平成29年

平
成
28
年
度 

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

平
成
28
年
度 

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

日
時
：
平
成
29
年
１
月
12
日（
木
）

　
　
　

午
後
５
時
00
分
〜

　
　
　
（
講
演
会
終
了
後
、懇
親
会
）

場
所
：
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

　平成26年度より消費増税分を活用した 「地域医療介護総合確保基金」 が各都道府県に設置されました。すでに京都府におきましても
事業計画が策定され、一部の事業が実施されています。
　すでにご案内のとおり、京都府病院協会ではこの基金を活用した「医療機関における勤務環境改善にかかる事業」を申請し、このたび
採択されたところです。支援事業の内容は以下のとおりです。各病院におかれましては、是非、本事業をご活用いただき、今後の勤務
環境改善に役立てていただければと存じます。事業の詳細については、京都府病院協会：事務局までお問い合わせください。

地域医療介護総合確保基金による支援事業のご案内

事　業　名

専門医等取得のための
学会参加への支援事業

事　　業　　概　　要 支　援　内　容

医療関係者のスキルアップのための学会参加を促進する
ことにより、勤務環境の改善を図ることを目的とします。
★期　　間：平成28年4月1日～平成29年2月28日まで

に参加した学会等
★対象経費：学会等への参加費
★申請締切：平成29年3月15日まで
★添付書類：学会に参加した証明（受講証）と参加費の

領収書

1病院、100,000円を限度に参加費を補助
します。
　上記費用については、京都府病院協会
より直接、医療機関にお支払いします。
　また、基金を活用した事業のため、
費用の支払いについては年度末あるいは
来年度当初のお支払いとなります。

救急蘇生トレーニング
機材の貸し出し事業

救急蘇生にかかるトレーニング機材を貸し出し、各病院
における研修体制の充実、医療関係者のスキルアップを
図ることを目的とします。
★機　　材：ALSシミュレータアドバンス
★対　　象：会員病院
★申込方法：京都府病院協会：事務局に「利用申請書」を

提出

各病院で研修を実施される際に使用する
「救急蘇生トレーニング機材」を無料で
貸し出しします。
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